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重要取組シート 

取組項目 １ 効果的かつ効率的な監査の実施 

現状・課題 

・ 地方分権の進展により、基礎自治体の責任が増している状況の下、限られた財

源（予算）を効果的、効率的に執行することによって、住民サービスを充実させる

ことが市に求められている。 

・ このような中、市の行財政運営に対するチェック機能を有する監査委員が果た

す役割はますます重要になっており、事務局には、限られた監査資源（人材等）

で、効果的かつ効率的な監査を行うための調査が求められている。 

取 組 の 

内  容 

・ 監査に必要な情報の収集及び実地調査の実施はもとより、事務局内における職

員間の情報共有、連携を密にし、3E（経済性・効率性・有効性）の観点に立った

監査を実施する。 

・ 監査対象部局における事務事業上のリスクを考慮した監査項目を選定して実施

計画を策定し、監査を実施する。 

・ 全庁的に業務への影響の大きい情報システムについて、昨年度から新たにシス

テム監査を行っているが、その実施を継続する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
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前期 

（～7月） 

□ 決算審査、システム監査の実施計画策定（4月） 

□ 決算審査の実施（5～8月） 

□ システム監査の実施（5～3月） 

□ 前期監査の実施計画策定（７月） 

中期 

（～11月） 

□ 前期監査の実施（8～12月） 

□ 後期監査の実施計画策定（10月） 

□ 後期監査の実施（11～3月） 

後期 

（～3月） 

 

次年度 

以降 

□ 上記取組の継続実施 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 決算審査、システム監査の実施計画策定（4月） 

□ 決算審査の実施（5～8月） 

□ システム監査の実施（5月～） 

□ 前期監査の実施計画策定（７月） 

中期 

（～11月） 

□ 前期監査の実施（8月～） 

□ 後期監査の実施計画策定（10月） 

□ 後期監査の実施（11月～） 

後期 

（～3月） 

□ 前期監査の実施（～12月） 

□ システム監査の実施（～3月） 

□ 後期監査の実施（～3月） 
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該当する 

施策 
― 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2025年度） 

― 

監査委員事務局 
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平和と公正をすべての人に 

16 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 

 


